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==ロ

サ
ガ
ン
・
セ
チ
ェ
ン
著

岡
田
英
弘
謹
注

三塁手

方ミ

古

y荒

源

井

上

ム口

モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
『
克
朝
秘
史
』
の
世
界
初
の
誇
注
で
あ
る
那
珂
通
世
の

『
成
士
円
思
汗
賓
録
』
(
大
日
本
園
書
、
一
九

O
七
)
が
、
我
が
凶
に
お
け
る

モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
に
依
嫁
し
た
本
格
的
な
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
礎
と
な
り
、
そ

の
後
の
日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
設
展
に
這
を
開
い
た
。
こ
こ
に
、
「
諜
注
」

と
い
う
那
珂
の
知
的
替
笹
川
が

H
本
の
東
洋
皐
と
モ
ン
ゴ
ル
墜
に
も
つ
大
き
な

象
徴
的
意
味
が
あ
る
。

那
珂
以
後
に
邦
課
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
文
献
と
し
て
、
戟
前
に
か
か

る
も
の
に
は
、
小
林
高
四
郎
の
『
蒙
古
の
秘
史
』
(
生
活
枇
、
一
体
四
0
)

と
『
蒙
古
黄
金
史
』
(
生
活
壮
、
一
九
四
一
)
、
江
賓
の
『
蒙
古
源
流
』
(
弘

文
堂
書
房
、
一
九
四
O
)
、
外
務
省
調
査
部
の
「
蒙
古
剛
腕
教
史
』
(
生
活
一
吐
、

一
九
四

O
)
な
ど
が
あ
る
。
戦
後
に
は
、
『
一
川
朝
恥
史
』
の
誇
注
を
村
上
正

一
一
均
一
小
津
重
男
ら
が
、
『
ア
ル
タ
ン
・
ハ
|
ン
惇
』
を
森
川
哲
雄
や
吉
岡
順

一
ら
が
手
が
け
た
。
こ
こ
で
評
者
が
特
別
な
意
義
を
感
じ
る
の
は
、
小
林
・
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村
上
・
小
津
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野
を
中
心
に
、
那
珂
の
創
業
を
大

き
く
後
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
林
の
課
業
は
村
上
と
小
津
に
比

し
て
や
や
低
い
評
債
を
受
け
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
二
つ
の
翻
誇
に
見
え
た
萌

芽
的
知
見
は
モ
ン
ゴ
ル
文
献
皐
屈
指
の
名
著
『
元
朝
秘
史
の
研
究
」

(
H
本

向
学
術
振
興
舎
、
一
九
五
四
)
に
結
賞
し
た
。
こ
こ
に
、
殺
が
園
に
お
け
る

『
元
朝
秘
史
』
研
究
の
継
承
と
設
展
の
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
し
て
、
小
林
の
『
蒙
士
円
黄
金
史
」
と
江
の
『
蒙
古
源
流
』
に
は
、

翻
誇
あ
る
い
は
誇
注
と
い
う
形
で
の
継
承
と
設
展
が
見
ら
れ
な
い
。
た
と
え

ば
江
は
、
嘗
時
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
『
蒙
古
源
流
』
研
究
の
情
報
を
か
な

り
虞
く
と
り
ま
と
め
た
研
究
編
を
附
し
た
。
宙
時
そ
れ
は
充
賓
し
た
『
蒙
士
円

源
流
』
の
『
え
献
学
的
研
究
へ
の
取
り
組
み
で
は
あ
っ
た
が
、
研
究
が
進
展
し

た
現
在
で
は
も
は
や
時
代
物
と
な
っ
た
。
こ
の
問
、
研
究
が
停
滞
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
『
蒙
士
円
黄
金
史
』
(
著
者
不
明
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ
チ
』
)

や
『
蒙
古
源
流
』
、
そ
し
て
未
だ
に
和
語
の
な
い
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
『
ア

ル
タ
ン
・
ト
ブ
チ
』
な
ど
の
重
要
な
モ
ン
ゴ
ル
語
歴
史
文
献
は
、
個
別
の
論

文
に
お
い
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
諜
注
の
形
で
集
大

成
す
る
こ
と
が
待
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

江
以
来
六
十
年
絵
り
を
経
て
、
よ
う
や
く
『
蒙
古
源
流
」
研
究
が
新
た
な

展
開
を
見
せ
た
。
こ
こ
で
評
す
る
の
は
、
円
本
が
世
界
に
誇
る
モ
ン
ゴ
ル
史

研
究
者
で
あ
る
岡
同
英
弘
が
、
長
年
に
わ
た
る
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
つ

い
に
世
に
問
う
た
『
蒙
古
源
流
』
(
以
下
『
源
流
』
と
略
す
|
評
者
)
の
誇

注
で
あ
る
。
岡
田
と
い
え
ば
、
近
年
で
は
、
世
界
史
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
史

の
位
置
づ
け
に
成
功
し
た
『
世
界
史
の
誕
生
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
)

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
慶
く
研
究
し
て
き

た
岡
田
の
皐
の
集
大
成
の
一
つ
で
あ
る
が
、
評
者
に
と
っ
て
の
岡
田
と
は
、
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満
文
老
槍
の
研
究
ゃ
、
各
種
史
料
を
駆
使
し
た
「
蒙
士
円
史
料
に
見
え
る
初
期

の
蒙
城
関
係
」
(
『
東
方
向
晶
子
』
一
一
一
一
一
、
一
九
六
二
)
、
「
蒙
古
源
流
年
表
稿
」

(
『
史
事
雑
誌
」
七
一
六
、
一
九
六
二
)
、
「
ダ
ヤ
ン
・
ハ
ガ
ン
の
年
代

(
一
二
)
」
(
『
東
洋
撃
報
』
四
八
三
・
四
、
一
九
六
五
六
六
)
な
ど

を
世
に
送
っ
た
岡
田
で
あ
る
。
一
連
の
渦
文
老
槍
研
究
は
早
く
に
結
賓
し
た
。

そ
の
壮
大
な
モ
ン
ゴ
ル
史
像
も
す
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
岡
同
に
残
さ
れ
た

も
う
一
つ
の
仕
事
、
そ
れ
は
、
先
に
掲
げ
た
諸
研
究
を
支
え
た
『
源
流
』
に

封
す
る
研
究
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
岡
田
が
本
書
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
五
九
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
ポ
ツ
ペ
に
師
事
し
た
こ
と
が
、
『
源
流
』

な
ど
の
モ
ン
ゴ
ル
語
歴
史
文
献
へ
の
本
格
的
取
り
組
み
の
端
緒
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
こ
の
誇
注
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
に
、
岡
田
は
四
十
年
以
上
の
歳
月
を

か
け
た
。
こ
の
聞
に
岡
田
は
、
先
の
諸
研
究
以
外
に
も
、
「
ド
ル
ベ
ン
・
オ

イ
ラ
ト
の
起
源
」
(
『
史
的
学
雑
誌
』
八
三
|
六
、
一
九
七
四
)
や
、
」
}
足

。三

s
hロO
ロ
m
E
同
よ
SNIい
お
お
守
忌
九
州
コ
(
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
『
凡
化

研
究
』
二
七
、
一
九
八
四
)
な
ど
、
『
源
流
』
を
主
た
る
史
料
と
す
る
研
究

を
数
多
く
設
表
し
た
。
岡
田
こ
そ
が
『
源
流
』
の
誇
注
を
お
こ
な
う
べ
き
研

究
者
で
あ
る
こ
と
は
、
関
係
者
に
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

解[日口 見の
題翻次給 返誇
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韓 XXlVV111 
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面曽
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頁工 品

自且て，

1]-

を
紹
介
す(
る主

」

一
、
『
蒙
士
円
源
流
』
の
著
者
(
三
四
九
三
五
六
頁
)

二
、
著
者
の
世
系
(
三
五
六
三
六
五
頁
)

三
、
『
蒙
士
円
源
流
』
の
書
名
(
三
六
五
三
六
六
頁
)

四
、
『
蒙
士
円
源
流
』
の
底
本
(
三
六
七
三
七

O
頁
)

五
、
『
壇
家
士
円
源
流
』
の
翻
誇
と
注
緯
(
三
七

O

二
一
七
一
頁
)

一
で
は
「
源
流
」
の
著
者
サ
ガ
ン
・
セ
チ
エ
ン
と
そ
の
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル

史
、
特
に
清
と
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
と
の
関
係
を
、
『
源
流
』
、
『
欽
定
外
藩
蒙

古
田
部
王
公
表
惇
」
、
歴
代
の
「
大
清
貰
録
』
の
記
事
に
よ
っ
て
素
描
す
る
。

二
で
は
サ
ガ
ン
・
セ
チ
工
ン
の
家
系
を
チ
ン
ギ
ス
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
四

世
紀
飴
り
に
わ
た
っ
て
跡
づ
け
る
。
三
で
は
『
エ
ル
デ
ニ
・
イ
ン
・
ト
フ

チ
』
が
清
朝
期
に
『
蒙
古
源
流
』
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
過
程
を
跡
づ
け
る
。

四
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
『
源
流
』
の
版
本
十
三
種
を
紹
介
し
、
こ
の
翻
詩
で
の

底
本
を
定
め
る
。
五
で
は
こ
の
翻
詳
の
慕
本
的
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
四
と
五
に
つ
い
て
は
以
下
で
も
た
び
た
び
言
及
す
る
。

誇
注
室
田
の
中
心
は
誇
で
あ
る
。
し
か
し
評
者
は
、
誇
注
者
の
流
儀
や
文
樫

親
に
左
右
さ
れ
て
様
相
を
異
に
す
る
語
文
を
評
す
る
こ
と
は
か
な
り
退
屈
な

よ
う
に
思
う
。
誤
謬
に
よ
り
文
青
山
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
暇

庇
が
あ
れ
ば
指
摘
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
貼
は
岡
田
の
誇
に
は
見
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
評
者
は
、
以
下
の
よ
う
な
基
準
を
も
っ
て
本
書
を
評
し
よ
う

と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
源
流
』
に
は
ド
イ
ツ
語
誇
と
和
諜
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
が
、
同
じ
和
語
と
い
う
黙
で
限
定
す
れ
ば
、
本
書
が
、
戦
前
の
江
の
和

語
を
凌
駕
し
た
新
時
代
の
『
源
流
』
研
究
の
集
大
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

十
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期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
江
誇
と
の
比
較
を
踏
ま
え
、
評
者
が
本

書
に
期
待
す
る
貼
を
専
門
の
立
場
か
ら
絞
り
込
ん
で
列
翠
し
、
そ
の
達
成
の

度
合
い
を
基
準
と
し
て
批
評
に
臨
む
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
江
誌
の
大
き
な
扶
黙
を
二
黙
翠
げ
る
。

第
一
に
、
底
本
の
問
題
が
あ
る
。
江
は
、
鴛
淵
一
が
奉
天
方
面
か
ら
入
手

(
8
)
 

し
た
青
白
雪
県
本
の
漏
洲
文
紗
本
を
底
本
と
し
、
こ
れ
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
本
と

(

9

)

(

刊
)

へ
I
ニ
シ
ユ
の
漏
洲
語
テ
キ
ス
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
文
殿
版
刻
本
、
漢
語
の
『
欽

定
蒙
古
源
流
」
(
園
皐
文
庫
本
)
や
張
爾
田
『
蒙
士
円
源
流
婆
詮
』
と
到
照
し

(
U
)
 

た
。
蛍
時
の
江
は
、
へ

l
ニ
シ
ユ
の
研
究
か
ら
ウ
ル
ガ
本
が
優
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
含
む
ら
し
い
こ
と
を
察
し
て
い
た
が
、
結
局
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
源
流
』
は
元
来
モ
ン
ゴ
ル
語
で
著
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
江
が
擦
っ
た
満
洲
文
紗
本
は
モ
ン
ゴ
ル
文
殿
版
刻
本
に
由
来
す
る
重

課
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
系
統
か
ら
い
え
ば
筋
(
質
)
の
悪
い
選
揮
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
江
は
『
源
流
」
の
文
献
阿
国
学
的
考
察
に
集
中
し
た
の
み
で
、
そ
こ

に
記
さ
れ
た
歴
史
や
人
物
に
釣
し
て
研
究
も
注
穣
も
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
『
源
流
』
の
満
洲
語
や
そ
の
満
洲
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
比
較
研
究
な

(ロ)

ど
言
語
向
学
的
考
察
も
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
源
流
』

が
含
む
、
停
承
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
物
語
や
惇
説
に
も
何
ら
の
コ
メ
ン
ト

も
附
さ
な
か
っ
た
。
歴
史
的
・
言
語
皐
的
・
文
向
学
的
に
江
の
諜
注
に
見
る
べ

き
も
の
は
な
い
。

な
お
、
些
細
な
こ
と
と
忠
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
江
の
古
文
調
の
三

重
誇
文
は
今
の
時
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
時
代
に
あ
っ
た
詩
文
こ
そ
が
至
首

で
あ
る
。
こ
れ
を
第
三
と
す
る
。

そ
の
一
方
、
江
誇
に
は
第
四
以
下
に
示
し
た
三
つ
の
長
所
が
あ
る
。
岡
田

の
誇
注
に
は
、
こ
の
江
の
長
所
を
生
か
し
、
さ
ら
に
愛
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
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が
望
ま
れ
る
。

第
四
に
、
江
の
『
源
流
』
に
釘
す
る
文
献
準
的
研
究
は
、
首
時
可
能
な
限

り
の
テ
キ
ス
ト
と
先
行
研
究
を
牧
集
し
て
な
さ
れ
た
。
現
在
か
ら
見
れ
ば
そ

の
見
解
の
中
に
誤
り
を
溌
見
す
る
こ
と
は
零
易
で
あ
る
が
、
複
数
の
版
本
が

存
在
す
る
歴
史
的
文
献
を
扱
う
者
の
責
務
と
し
て
文
献
皐
の
基
本
に
徹
し
た

こ
と
は
高
く
許
債
で
き
る
。

第
五
に
、
筋
(
質
)
が
悪
い
と
は
い
え
、
己
の
振
っ
た
満
洲
語
テ
キ
ス
ト

を
併
載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
の
誇
を
テ
キ
ス
ト
に
依
嫁
し

て
検
註
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
六
に
、
人
名
・
山
川
・
地
名
・
悌
名
・
稀
披
の
蒙
古
名
・
漢
名
釘
照
索

引
と
漠
名
索
引
を
備
え
た
こ
と
で
あ
る
。
索
引
の
も
た
ら
す
利
便
性
は
改
め

て
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
〈
筋
(
質
)
の
良
い
モ
ン
ゴ
ル
文
テ
キ
ス
ト
を
選

揮
す
る
こ
と
て
〈
先
行
研
究
を
網
羅
す
る
こ
と
〉
、
〈
歴
史
的
・
言
語
的
・
文

撃
的
・
文
献
撃
的
側
面
か
ら
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
〉
、
〈
自
分
の
擦
っ
た
テ

キ
ス
ト
を
示
す
こ
と
て
〈
索
引
を
附
す
こ
と
て
〈
自
然
な
現
代
日
本
語
諜
を

お
こ
な
う
こ
と
て
こ
れ
ら
六
つ
が
本
書
に
期
待
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
解

題
の
五
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
誇
注
方
針
(
三
七

O

三
七
一
百
R

)

を
見

て
み
た
い
。

①
翻
誇
に
常
た
っ
て
は
、
デ
・
ラ
ケ
ヴ
イ
ル
ツ
本
の
原
文
に
従
っ
た
。

②
自
由
な
現
代
語
文
に
な
る
よ
う
心
掛
け
た
。

③
原
本
に
多
い
韻
文
の
部
分
で
は
、
韻
ご
と
に
行
を
愛
え
て
、
原
本
の

気
分
を
壊
さ
ぬ
よ
う
に
し
た
。

④
満
洲
誇
本
と
漢
詩
本
に
あ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
原
本
に
は
な
い
分
巻
を
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採
用
せ
ず
、
内
容
に
従
っ
て
【
序
】
【
線
論
】
【
第
一
章
イ
ン
ド
の

王
統
】
(
以
下
第
九
章
ま
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
評
者
)

【
政
】
の
匝
別
を
設
け
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
内

容
の
見
出
し
(
た
と
え
ば

[
1

世
界
の
成
立
]
な
ど
評
者
)
を

つ
け
た
。

⑤
底
本
に
あ
る
韻
文
の
【
領
】
は
、
そ
の
内
容
が
歴
史
と
閥
係
が
な
い

の
で
こ
の
謀
本
に
は
含
め
な
か
っ
た
(
傍
線
評
者
)
。

⑥
原
文
中
に
見
え
る
年
代
に
は
そ
れ
に
相
賞
す
る
西
暦
年
教
を
括
入
し

た
⑦
注
調
押
は
こ
れ
ま
で
岡
国
が
務
表
し
た
論
考
す
べ
て
を
参
考
に
し
つ
つ
、

原
文
の
理
解
に
役
立
つ
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
ら
を
、
前
に
示
し
た
六
つ
の
期
待
さ
れ
る
事
柄
と
比
べ
て
み
よ
う
。

ま
ず
〈
筋
(
質
)
の
良
い
モ
ン
ゴ
ル
文
テ
キ
ス
ト
を
選
捧
す
る
こ
と
〉
に

(
日
)

つ
い
て
。
①
に
示
し
た
よ
う
に
、
岡
田
は
デ
・
ラ
ケ
ヴ
イ
ル
ツ
本
の
原
文
を

底
本
と
し
た
。
こ
の
本
は
ウ
ル
ガ
本
に
基
づ
き
、
そ
の
他
十
種
の
テ
キ
ス
ト

と
封
照
し
た
、
現
時
黙
で
も
っ
と
も
質
の
良
い
校
訂
モ
ン
ゴ
ル
語
テ
キ
ス
ト

の
一
つ
で
あ
る
。
岡
田
の
底
本
選
揮
は
明
ら
か
に
江
よ
り
も
筋
が
良
い
。
若

干
気
に
な
る
こ
と
を
奉
げ
れ
ば
、
岡
同
は
、
直
却
の
不
備
を
他
本
に
よ
っ
て

補
う
作
業
を
若
干
の
箇
所
で
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
補
っ
て
い
な
い
箇
所
も

(
日
)

あ
る
。
お
そ
ら
く
文
意
が
通
じ
る
と
い
う
理
由
で
不
備
を
補
わ
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
岡
問
自
身
も
参
照
し
て
い
る
烏
蘭
(
『
《
曲
家
古
源
流
》
研

究
』
溶
陽
、
遼
寧
民
族
同
版
枇
、
二

0
0
0
)
が
ウ
ル
ガ
本
の
不
備
を
補
う

方
向
で
『
源
流
』
の
正
文
復
原
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

デ
・
ラ
ケ
ヴ
ィ
ル
ツ
本
よ
り
も
烏
蘭
本
に
擦
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る。

」

次
に
〈
先
行
研
究
を
網
羅
す
る
こ
と
〉
に
つ
い
て
。
⑦
に
示
し
た
よ
う
に
、

岡
田
は
自
分
の
論
考
す
べ
て
を
参
考
に
し
て
注
穫
に
常
た
っ
た
と
い
う
。
確

か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、
注
穣
の
随
所
に
岡
田
の
知
見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
岡
田
は
、
那
珂
遁
世
(
前
掲
童
H
)

、
和
田
清
(
『
束
E
史
研
究
(
満

洲
篇
)
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
五
。
「
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
東
洋
文
庫
、

一
九
五
九
)
、
モ
ス
タ
ー
ル
ト
(
同

ErEluS
同

JS門
戸
足
。
お
も
尽
き
込
3
2
R
P

守

hbて
お
お
町
砕
を
N

(

U

山
田
町
三
m
p
富
山
∞
∞
山
口

E
2
5
同
2
2
H
ι
d
E
2
5

qH)円。∞∞
L
S
G
)、
ハ
イ
シ
ツ
ヒ
(
円
)
母
、
ぬ
吉
氏
克
己
I
N
S
丸
岡
N
Z
~
N
S
h
i
a
h
b
N
h』
l

宮町

bzs室
内
丸
町
、
足
。
ぉ
向
。
N
S
叶

H

巧
目
印
E
L
3
0
2
0
同日同臼切出
C
5
R
U

E
S
)、
青
木
富
太
郎
(
『
高
里
の
長
城
』
近
藤
出
版
一
吐
、
一
九
七
二
)
、
本

田
賓
信
(
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
命
日
、
一
九
九
二
、
烏

蘭
(
前
掲
書
)
な
ど
重
要
な
研
究
を
参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
評
者

は
さ
ら
に
参
照
す
べ
き
研
究
が
あ
る
と
感
じ
る
。
い
く
つ
か
例
を
奉
げ
る
と
、

前
に
、
底
本
に
存
す
る
不
備
の
補
足
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
こ
の
程
の
テ

キ
ス
ト
聞
の
異
同
に
鰯
れ
る
な
ら
ば
、
森
川
哲
雄
の
『
源
流
』
諸
本
に
闘
す

(
M
)
 

る
諸
研
究
に
偶
れ
て
欲
し
か
っ
た
。
森
川
が
内
モ
ン
ゴ
ル
と
ウ
ラ
ン
パ

1
ト

ル
で
お
こ
な
っ
た
徹
底
し
た
『
源
流
』
諮
本
の
探
求
と
そ
れ
に
基
づ
く
研
究

は
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。
他
に
も
、
「
蒙
古
史
料
に

見
え
る
初
期
の
蒙
寂
関
係
」
に
や
や
先
だ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に
よ
っ
て
一

二
一
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
を
論
じ
た
リ
ョ

l
リ

ヒ

(
R

玄

E
B
E
E
-
E
O
Z
R
5
2
5
E
E
E
回

出

口

回

以

耳

目

出

ミ

⑤
F
¥
N
q
h
q
N
E州

E
H
h
Q喝
さ
も
宮
、
刷
云

q
E
N
C
K
5
2
2
H
z
s
s
b
q
F
口
む
云
旬
、
詰

Hh
む
円
お
む
内

云
足

E
h
s
z
g
M出

E
2
2
5む
匂
ゐ
お
む
E
・争点告さき
-
Z
C打
開
国
民
国
当
日

mE

E
2
8
5
3
2
z
s
=
=↓
8
E
d℃
E
Lヨ
∞
一
凶
凶
凶
ピ
色
、
『
源
流
』
の
チ

ベ
ッ
ト
史
記
述
と
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
と
の
密
接
な
封
庭
関
係
に
つ
い
て
適
確
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な
指
摘
を
お
こ
な
っ
た
石
漬
裕
美
子
(
「
『
エ
ル
デ
ニ
・
イ
ン
・
ト
ブ
チ
』
に

お
け
る
ニ
ン
マ
汲
文
献
の
影
響
に
つ
い
て
」
『
史
親
』
二
二
二
、
一
九
九
O
、

四
七
五
八
頁
)
な
ど
に
は
ぜ
ひ
言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。
評
者
は
、
康
く

『
源
流
』
研
究
を
網
羅
す
る
こ
と
の
副
産
物
と
し
て
の
浩
輸
な
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
が
附
さ
れ
る
こ
と
を
本
書
に
期
待
し
た
が
、
そ
の
期
待
は
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
文
献
血
甲
子
的
考
察
の
範
時
内
に
と
ど
ま
っ
た
と
は
い
え
、
江
が
首
時

あ
ら
わ
れ
て
い
た
関
連
の
研
究
を
網
羅
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
岡
田
は
江

に
は
や
や
及
ば
な
か
っ
た
と
い
わ
、
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
〈
歴
史
的
・
文
撃
的
・
言
語
撃
的
・
文
献
率
的
側
面
か
ら
の
考
察
を

加
え
る
こ
と
〉
に
つ
い
て
o

⑤
に
傍
線
を
引
い
て
示
し
た
「
一
燃
史
と
関
係
が

な
い
」
の
部
分
か
ら
、
岡
田
が
こ
の
諜
注
に
お
い
て
歴
史
的
事
柄
に
主
た
る

注
意
を
挽
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
歴
史
的
な
側
面
か
ら
の
考
察
は
岡

田
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
さ
に
岡
田
の
濁
壇
場
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
⑥
に
示
し
た
、
原
文
中
に
見
え
る
年
代
に
相
賞
す
る
西

暦
を
括
入
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
蒙
古

源
流
年
表
稿
」
の
成
果
が
絵
す
と
こ
ろ
な
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
源
流
』
に
見
え
る
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
関
連
の
記
連
、
モ
ン
ゴ
ル
と
チ
ベ

ァ
ト
(
仰
数
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
蒙
古
史
料
に
見
え
る
初
期
の
蒙

蔵
関
係
」
に
由
来
す
る
興
味
と
関
心
が
完
全
に
持
績
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り

の
口
亘
の
注
轄
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
方
面
は
日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
研
究
者
が
苦

手
と
す
る
分
野
で
あ
る
の
で
、
事
界
に
枠
盆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
敷
多
く
の
原
典
を
駆
使
し
て
『
源
流
』
の
記
述
内
容
を
歴
史

的
に
検
誼
し
て
い
る
。
江
は
『
源
流
』
に
記
さ
れ
た
記
録
の
一
昨
史
的
考
察
や

検
詮
を
全
く
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
は
一
燃
史
に
重
黙
を

置
い
た
初
の
『
源
流
』
和
語
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

601 

」

こ
れ
と
封
照
的
な
の
は
、
文
皐
と
二
一
円
語
の
側
面
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
ず
?
げ
人
皐
の
側
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
『
源
流
』
を
含
む
一
七
世
紀
の
モ
ン

ゴ
ル
年
代
記
に
含
ま
れ
る
物
語
や
惇
説
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
古
典
文
皐
研
究

(
訂
)者

が
早
く
か
ら
注
目
し
研
究
し
て
き
た
。
岡
田
は
、
③
に
示
し
た
よ
う
に
、

原
文
中
の
韻
文
を
諜
す
際
に
は
韻
ご
と
に
行
を
愛
え
る
な
ど
の
配
慮
を
示
し
、

『
源
流
』
の
文
皐
性
を
決
し
て
無
視
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
源
流
』
に

見
え
る
物
語
や
惇
説
も
無
視
は
し
て
い
な
い
。
数
例
を
翠
げ
る
な
ら
、
モ
ン

ゴ
ル
の
始
組
惇
説
(
六
七
頁
)
、
モ
ン
ゴ
ル
の
名
の
由
来
(
八
O
|
八
一
頁
)
、

テ
ム
ジ
ン
と
ハ
サ
ル
の
不
和
(
八
二
八
六
頁
)
、
ア
ル
ガ
ス
ン
・
ホ
ル
チ

の
物
語
(
八
八
|
九
四
頁
)
、
グ
ル
ベ
ル
ジ
・
グ
ワ
の
物
語
(
一
二
一
O
|
一

一
二
三
頁
)
、
チ
ン
ギ
ス
悼
歌
(
一
二
一
六
一
二
一
九
頁
)
、
朱
耳
ノ
ヤ
ン
の
物
語

(
一
六
O
一
七
三
頁
)
、
ト
ガ
ン
・
テ
ム
ル
・
ハ

1
ン
の
悲
歌
(
一
七
三

一
七
五
頁
)
、
モ
ン
ゴ
ル
六
寓
人
隊
の
わ
け
(
一
七
六
頁
)
、
マ
ン
ド
ゥ
フ

イ
・
セ
チ
エ
ン
・
ハ
ト
ン
の
物
語
(
一
一
一
一
一
一
一
二
三
頁
)
な
ど
に
注
禅
を

附
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
停
説
や
物
語
そ
の
も
の
に
は
あ
ま
り
関
係

が
な
い
。
岡
田
の
歴
史
重
頑
の
姿
勢
は
、
『
源
流
』
の
文
撃
を
代
表
す
る

「
底
本
に
あ
る
韻
文
の
【
領
】
(
奥
書
の
韻
文
評
者
)
」
を
そ
の
内
存
が
歴

史
と
関
係
が
な
い
と
し
て
こ
の
謀
本
に
は
含
め
な
か
っ
た
と
の
断
り
が
よ
く

示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
岡
田
に
は
『
源
流
』
を
文
皐
的
に
捉
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
や
や
希
薄
で
あ
る
が
、
江
と
比
べ
た
場
合
、
岡
田
の
注
轄
に

は
「
源
流
』
の
物
語
や
侍
読
を
歴
史
的
に
検
讃
す
る
姿
勢
が
見
え
る
。
よ
っ

て
、
江
と
の
比
較
で
見
た
場
合
に
は
、
岡
田
は
こ
れ
を
凌
い
だ
と
評
し
て
よ

ト

ν
言
語
の
側
面
か
ら
の
考
察
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
岡
田
に
は
こ
の
方
面
か

ら
『
源
流
』
に
迫
る
姿
勢
が
な
い
の
で
、
特
に
文
法
的
な
側
同
か
ら
の
分
析
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602 

は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
に
紛
れ
た
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
に
関
係

す
る
記
述
に
見
え
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
チ
ベ
ッ
ト
語
の
モ
ン
ゴ
ル
文
字
蒋

寓
の
復
原
に
は
か
な
り
の
精
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
評
者
は
、
こ
れ
を

『
源
流
』
に
お
け
る
外
来
語
表
記
の
考
察
に
大
総
長
有
盆
な
試
み
と
し
て
高
く

評
債
す
る
。
こ
の
貼
で
も
岡
出
は
江
を
凌
い
だ
と
い
え
る
。

最
後
に
、
江
が
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
文
献
撃
的
方
面
に
お
い
て
は
、
遺

憾
な
が
ら
岡
田
は
江
を
上
回
っ
て
い
な
い
。
岡
田
は
、
解
題
の
四
で
デ
・
ラ

ケ
ヴ
イ
ル
ツ
本
を
底
本
と
す
る
旨
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
、
十
-
二
種
類

の
モ
ン
ゴ
ル
語
「
源
流
」
の
版
本
を
紹
介
し
て
い
る
。
岡
田
の
挙
げ
る
諸
本

は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
『
源
流
」
を
ほ
ぼ
す
べ
て
網
羅
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
特
徴
や
相
互
の
系
統
闘
係
な
ど
に
は
一
切
言

及
し
て
い
な
い
。
こ
の
方
面
で
の
権
威
で
あ
る
森
川
の
研
究
に
言
及
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
、
岡
同
が
こ
の
問
題
を
重
要
と
感
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

(
M
M
)
 

が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
岡
田
が
デ
・
ラ
ケ
ヴ
イ
ル
ツ
本
を
選
揮
し
た

こ
と
に
大
き
な
間
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
岡
田
は
す
で
に
各
本
の
特

徴
や
系
統
を
熟
知
し
た
上
で
こ
れ
を
選
揮
し
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
理
由

が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

次
の
〈
自
分
の
擦
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
示
す
こ
と
〉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全

く
何
も
な
い
。
我
々
は
岡
田
誇
に
覚
え
た
疑
問
を
底
本
に
立
ち
戻
っ
て
検
設

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
く
つ
か
の
箇
所
で
底
本
を
補
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
岡
田
は
そ
の
作
業
過
程
で
正
文
を
構
想
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

江
が
満
漢
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
努
を
惜
し
ま
ず
示
し
た
こ
と
と
は
針
照
的
で

あ
る
。同

じ
こ
と
は
〈
索
引
を
附
す
こ
と
〉
に
も
い
え
る
。
本
書
に
索
引
は
な
い
。

岡
出
が
濁
向
に
立
て
た
章
・
節
の
見
出
し
が
か
な
り
丁
寧
に
で
き
て
お
り
、

」

主
要
な
人
物
や
出
来
事
は
こ
こ
で
あ
る
程
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

(
日
)

フ
ィ

l
ツ
ェ
ら
の
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ
チ
』
、
『
源
流
』

(
初
)

デ
・
ラ
ケ
ヴ
ィ
ル
ツ
本
、
シ
ャ
グ
ダ
ル
ス
レ
ン
ら
の
『
ア
サ
ラ
グ
チ
史
」
に

逐
語
索
引
が
あ
り
、
こ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
一
諸
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
研
究
に
大
婆

有
待
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
書
は
モ
ン
ゴ
ル
語
を
解
す
る
向
学
者
ら
に

前
掲
三
書
ほ
ど
の
利
便
性
は
興
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
〈
自
然
な
現
代
円
本
語
誇
を
お
こ
な
う
こ
と
〉
に
つ
い
て
。
許

者
は
、
こ
れ
を
本
書
の
最
大
の
特
徴
と
見
る
。
②
に
示
し
た
よ
う
に
、
岡
田

は
自
由
な
現
代
語
文
に
な
る
よ
う
心
掛
け
た
と
い
う
。
和
語
物
を
評
す
る
に
、

日
本
語
と
し
て
ど
れ
だ
け
自
然
な
誇
に
成
功
し
て
い
る
か
は
最
大
の
評
債
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
さ
に
言
に
遣
わ
ず
、
岡
田
の
誇
は
今
の
時
代
に
十
分
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
日
本
語
と
な
っ
て
い
る
。
岡
田
は
、
翻
語
の
も
っ
と
も
重

要
な
任
務
を
見
事
に
遂
行
し
た
。
衆
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
岡
同
の
『
源

流
』
詳
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
筋
の
悪
い
底
本
選
擦
に
基
づ
く
江
の

古
文
調
日
本
語
諜
を
見
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
以
外
の
些
細
な
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
う
必
要
は
な
か
ろ
う
が
、
モ
ン

ゴ
ル
の
歴
史
だ
け
で
も
ほ
ぼ
回
世
紀
の
時
聞
を
含
む
『
源
流
』
で
あ
る
。
そ

こ
に
登
場
す
る
人
物
は
少
な
く
な
い
。
誼
者
の
理
解
に
資
す
る
た
め
に
系
闘

を
附
け
れ
ば
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
見
返
し
地
固
に
、
比
定
し
う
る

限
り
で
『
源
流
』
に
あ
ら
わ
れ
る
地
名
を
記
入
す
れ
ば
、
讃
者
の
理
解
に
資

し
た
こ
と
で
あ
ろ
、
っ
。

以
L
L
を
ま
と
め
る
と
、
専
門
家
・
研
究
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
満
足
で

な
い
部
分
が
あ
る
が
、
評
者
が
設
定
し
た
基
準
は
お
お
む
ね
満
た
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
翻
誇
と
し
て
の
最
大
の
義
務
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
評
者
の
主
観
的
な
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
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法
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叫
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宍
)
日

-
H
N
1
J待

ー「

も
、
そ
れ
は
こ
の
勢
作
の
債
値
を
損
ね
る
も
の
で
は
な
い
。
基
準
を
満
た
さ

な
か
っ
た
の
は
、
岡
田
が
、
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
者
と
し
て
、
そ
し
て
日
本
人

と
し
て
、
ム
円
己
の
な
す
べ
き
範
園
を
「
和
語
と
歴
史
」
に
明
確
に
絞
り
込
み
、

そ
れ
に
自
己
を
律
し
て
作
業
に
首
た
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

締
め
く
く
り
に
、
別
に
も
う
一
つ
評
債
の
慕
準
を
立
て
て
み
よ
う
。
専
門

家
で
は
な
く
一
般
讃
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
本
書
は
ど
う
評
債
で
き
る
で
あ

ろ
、
っ
か
。

も
し
岡
田
が
前
に
示
し
た
す
べ
て
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
刊
行
し
た

な
ら
ば
、
一
大
日
加
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
書
籍
に

一
般
讃
者
は
手
を
の
ば
さ
な
い
。
せ
っ
か
く
の
名
誇
も
、
専
門
的
研
究
室
H

の

中
に
牧
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
日
の
目
を
見
な
い
。
わ
か
り
や
す
い
日
本
語

誇
を
中
心
に
、
専
門
'
家
の
み
が
わ
か
る
よ
う
な
注
禅
を
極
力
控
え
だ
か
ら
こ

そ
、
本
書
は
四

0
0頁
を
超
え
ず
廉
慣
に
収
ま
っ
て
い
る
。
一
般
護
者
が
手

に
し
や
す
い
モ
ン
ゴ
ル
の
文
準
作
品
や
民
間
停
承
の
和
語
は
、
小
津
の
岩
波

文
庫
本
『
一
冗
朝
印
刷
史
』
(
一
九
九
七
)
、
干
凡
枇
束
洋
文
庫
に
牧
め
ら
れ
た
村

上
の
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」
、
モ
ス
タ
ー
ル
ト
の
「
オ
ル
ド
ス
口
碑
集
」
(
一
九

六
六
)
、
若
松
寛
の
『
ゲ
セ
ル
・
ハ

l
ン
物
語
』
(
一
九
九
三
)
と
『
ジ
ヤ
ン

ガ
ル
』
(
一
九
九
五
)
な
ど
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
岡
田
誇
「
源
流
」
は

こ
れ
ら
名
著
の
中
に
列
し
得
る
。
専
門
的
に
は
物
足
り
な
く
と
も
、
人
口
に

謄
災
し
て
い
な
い
、
し
か
も
難
解
な
表
現
を
多
く
含
む
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
文

献
を
、
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
誇
し
、
唐
、
く
一
般
護
者
の
手
に
ま
で
提
供

し
た
岡
田
の
貢
献
に
到
し
、
『
源
流
』
に
関
わ
り
を
も
っ
た
一
人
と
し
て
心

か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

603 

」

註(
l
)

モ
ン
ゴ
ル
語
書
名
は
『
エ
ル
デ
ニ
・
イ
ン
・
ト
プ
チ
(
岡
、
与
ミ

い
き
な
き
)
』
(
筒
稽
)

C

(
2
)

村
上
正
二
(
諜
注
)
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」
一
ー
ー
三
、
平
凡
枇
(
束

洋
丈
庫
)
、
一
九
七

O

一
九
七
六
。
小
津
重
男
(
著
)
『
元
朝
秘
史

全
緯
』
上
・
中
・
下
、
風
間
書
房
、
一
九
八
四
|
八
六
。
同
(
著
)

『
元
朝
秘
史
全
調
停
績
孜
』
上
・
中
・
下
、
風
間
書
房
、
一
九
八
七

八
九
。

(
3
)

森
川
哲
雄
(
著
)
「
『
ア
ル
タ
ン
・
ハ

l
ン
惇
』
の
研
究
』
、
九
州

大
且
宇
品
扶
養
阻
宇
部
、
一
九
八
七
。
吉
田
順
一
他
(
評
注
)
『
『
ア
ル
タ
ン

H

ハ
1
ン
惇
」
誇
注
』
、
風
間
書
房
、
一
九
九
八
。

(
4
)

以
下
、
一
般
的
な
意
味
で
の
誇
注
者
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

岡
田
氏
を
誇
注
者
と
記
さ
ず
、
敬
栴
を
略
し
て
岡
同
と
記
す
こ
と
を

お
許
し
願
い
た
い
。

(
5
)

た
と
え
ば
、
漏
文
老
檎
研
究
曾
認
註
「
漏
文
老
檎
』

I

m
山
、
束

洋
丈
庫
、
一
九
五
五
六
一
一
つ
な
ど
。

(
6
)

見
返
し
地
園
、
口
給
、
目
次
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。

(

7

)

[

翻
諜
・
注
稗
]
は
評
者
が
補
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
岡
田
が
濁
白

に
設
け
た
章
・
節
の
見
出
し
が
底
本
の
該
首
箇
所
と
と
も
に
一
不
さ
れ

て
い
る
。

(
8
)
ω
品
目
H会
a
H

ア
E
E
y
p
h円
bN
込
町
内
号
。
h
ζ
h
s
h与
お
き
に

N
b
ミ
h
H
1
N
q
h
R
s
b
S
E
3
ミ
ミ
号
h
H
d
s
h
r
b
F
S
N
h
h
h
G号
室
。
b
N
S
h芯
Nl

b
円

b
N
b
、。ミ
N
h
h
g
H
υ
2
2印
E
H四
戸

2]UNHm
・
0
3
2ロ
「
ゅ
の
ロ
O
寸

-oロ}
f

H

∞N
匂
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L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
-

H

N

1

J

待

ー「

604 

』hbwvh日町内bNhLEhhRMNhd。お旬、切符対Nhnt叫ミNhぱ君。WNh。~Nh円」日句、C2円bRbF。

弓
h
R
b
E
号
詰
N
若
乃
込
刊
誌
h
q
H
U
品
目
白
h
H
h
q
Nミ
Nbr号お同。~切札、Nh円』rHS

門

S

R
マ2
E
W
N
h
H
凶
2
-
E
〈
2
-
山
由
〉
巴
同
呂
田
]
D
F
E
ω
ω

(
日
)
武
英
殿
版
本
が
の
ち
に
ヘ

l
ニ
シ
ユ
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

同
日
m
w
E
ω
口
}
Y
H
凶
ヨ
。
〔
円
巳
ヨ
同
)
宅
内
夜
、
N
~
S
N
h
N
)
ミ
込
弘
己
遣
-
O
W
N
h
o
N
丘
町
b
s

C
E
b
N
与
な
g
q
F
E
N
U
j
丸
町
E
U
S
向
。
F
h
N
Sぉ

h
a
s
h
~
山
3
2

巧
H
2
l

z
p
ロ
司
門
戸
口
N
ω
Z
5
2
〈
包
お
の
呂
回
国
a
E
E

(
日
)
の
ち
に
へ

l
ニ
シ
ユ
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
o

同
忠
臣
切
口
}
f
肘
明

。
〔
円
H
f
N
山
富
町
句
九
吋
ぬ
同
Q
S
R
N
r
与
、
夫
円
九
己
言
。
諸
問
。
h
g
込
2
C
E
円
b
R
b

H
h
H
G
-
q
』
m
h
h
R
s
h
Q
h
n
S一
向
ヘ
日

~
N
b
h
h
n
g
n
s
h
h
尽
き
」
〉
}
内
向
(
目
。
目
見
l
〈
2
1

-
山
回
目
2
r
ロ
リ
戸
市
町
印
印

(
ロ
)
オ
ル
ロ
フ
ス
カ
ヤ
が
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ

チ
』
の
二
一
門
語
に
関
す
る
研
究
(
。
言
。
∞
宗
白
戸
冨
出
J

M

叫
8
R

d
h
s
E

ヨ己
p
z
j
y
向
。
門
岡
田
同
一
国
凶
習
J
B
E
G
国
C

E

出
品
開
p
j

E
同
国
出
血
出
官
習
E
E
E
Q
2
5
酔
同
国
司
自
白
石
戸
這
笠
)
を
設

表
し
て
い
る
が
、
「
源
流
』
の
言
語
研
究
は
少
な
い
。
数
少
な
い
例

と
し
て
、
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
語
と
満
洲
語
を
比
較
し
た
同
3
E

E
2
8
5
叫
同
E
N
E
N
円
誌
な
も
之
内
』
N
h
w
N
h
2
れ
や
』
足
。
お
も
p
h
b
S
N
h
w
刊
に
』
h
Q
a

b
円
b
N
h
s
b
s
h
g
w
N
h
b
て
お
お
h
h
r
R
W
N
J
ザ
町
、
凡
さ
N
I
H
S
叫
J
O
F
h
N
R
W
N礼
員
5
1

司
書
き
ら
町
宮
、
N
h
円
b
n
s
q
-
F
q
h
R
N
Rぉ
he
当
局
ω
E
ι
3
0
国
向
H
E
E
D

5
F
E
巴
を
奉
げ
て
お
く
。

(
日
)
ω
ミ
臼
口
問
ω
2
0
戸
町
、
与
E
U
一
芯
芯
守
口
へ
n
v
w吋
h
E芸
員
S
E
n
q
H
w
h

足
室
内
。
N
S
お
(
リ
」
ず
さ
お
丘
町
え
H

。qu
叶

r
o
d
円
四
日
円
。
阿
円
円
円
山
口
印
ロ
H
H
r
。
ι

「
可
Z
C
O
叫
円
〔
目
。
見
山
口
r
o
司
己
門
N
u
』
問
問
2
0
m
o
H
山
口
〔
円
切
d
-
S
H
H

[
(
U
山
口
寸
2
H
臼
]
司
出
向
己
与
え
〉
包
山
口
ω
門
戸
(
日
5
夕
、
叶
「
⑦
〉
戸
田
口
同
-
H
山
口

」

z
m
w
H
5
E凶
-
d
E〈
2白々
リ戸市山市山(〕

(
U
)

た
と
え
ば
、
一
五
二
頁
注

(
1
)
、
二
四
四
頁
注
(
3
)
、
二
四
五

頁
注

(
2
)
な
ど
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
二
七
三
頁
一
八
行
目
二
七
四
頁
一
行
日
に
か
け
て

「
ゲ
ロ
ン
ら
は
、
タ
ブ
ヌ
ン
、
ホ
ン
ジ
ン
、
太
師
、
宰
相
ら
と
同
じ

に
し
よ
う
。
」
と
あ
る
部
分
は
、
他
本
に
よ
れ
ば
「
ゲ
ロ
ン
ら
は
、

タ
ブ
ヌ
ン
、
ホ
ン
ジ
ン
、
太
師
、
宰
相
ら
と
同
じ
に
し
よ
う
。
ト
イ

ン
、
シ
パ
ン
チ
ャ
(
シ
パ
ガ
ン
チ
ャ
)
、
ウ
パ
シ
、
ウ
パ
サ
ン
ジ
ャ

ら
は
オ
ン
リ
グ
l
ト
と
同
じ
に
し
よ
う
o
」
の
よ
う
に
傍
線
部
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
拙
著
『
ホ
ト
ク
タ
イ
リ

セ
チ
ェ
ン
リ
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
研
究
』
(
風
間
書
房
、
二

O
O
二
)
に

到
す
る
森
川
哲
雄
の
書
評
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
『
内
陸
ア
ジ
ア

史
研
究
』
一
九
、
二

O
O
四
、
八
八
|
八
九
頁
)

0

(
日
)
「
『
蒙
古
源
流
』
殿
版
系
諸
本
に
闘
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」

(
『
布
目
湖
狐
博
士
古
稀
記
念
論
集
束
ア
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